






　平成２９年１１月１５日に、保土谷化学工業（株）本社
（東京都中央区）においてエコレールマーク認定証の
贈呈式が行われました。
　同社は環境負荷の少ない物流を推進し積極的に鉄
道へのモーダルシフトに取り組んでおり、９月２２日に
開催された第３５回エコレールマーク運営・審査委員会

（委員長：苦瀬博仁流通経済大学教授）において、エ
コレールマーク取組企業に認定されるとともに、「サ
カナガード」「過炭酸ナトリウム」「過酢酸」「電荷制御
剤ＴＰ－４１５」がエコレールマーク商品に認定されま

した。
　贈呈式には、保土谷化学工業（株）松本代表取締役
社長以下関係者と当協会瀬山理事長他関係者、ＪＲ貨
物より犬飼取締役営業統括部長他関係者が出席しま
した。冒頭、瀬山理事長の挨拶があり、続いて松本社
長のご挨拶をいただいた後、瀬山理事長より松本社長
へ取組企業の認定証が、分目部長並びに椋代部長へ
商品の認定証が伝達され、贈呈式は終了しました。
　松本社長及び瀬山理事長のご挨拶の概要は、以下
の通りです。

エコレールマーク認定証贈呈式を実施
企業認定・商品認定取得

保土谷化学工業株式会社

松本社長に取組企業の認定証を贈呈

　この度エコレールマークの認定をいた
だき、大変感謝しています。保土谷化学工
業（株）は昨年創立１００周年を迎えました。
１９１６年に横浜と郡山で事業を開始しま
したが、郡山で事業を開始した理由の一つ
に「郡山駅が鉄道の要衝であった」ことが
あります。その後国鉄における貨物部門の
縮小や、トラック輸送の利便性の向上により
２００１年に全ての工場において鉄道の側線
は廃止となりました。近年は環境にやさしい

という面から積極的に鉄道コンテナ輸送を
利用しており、今回はその点を評価していた
だいたと考えています。
　２０１１年の東日本大震災で線路や道路が
寸断され郡山地区で燃料が足りなくなりまし
たが、日本海経由の迂回列車の運転でいち
早く燃料を供給し、非常時での貨物列車の有
用性が発揮されたことを記憶しています。
　今後ともＪＲ貨物殿を始め鉄道貨物輸送に
はお世話になっていきたいと考えています。

　この度はエコレールマーク取組企業並び
に商品についてエコレールマークの取得を
いただき大変感謝しております。当協会は環
境にやさしい社会創生と鉄道貨物輸送の安
定供給に向けた活動を実施しています。当協
会には利用促進委員会と輸送品質向上委員
会という２つの委員会があり日々活動をして
おりますが、エコレールマークを切り口にし

て鉄道貨物輸送の認知度を向上させる活動
にも力を入れています。
　今回エコレールマークの認定を取ってい
ただいた商品の販売拡大に合わせて、エコ
レールマーク自体の認知度向上を図ってい
きたいと考えています。今後とも末永くお付
き合いをお願い致します。

保土谷化学工業（株） 松本社長

当協会 瀬山理事長
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